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満ち引きを見ながら入港している状況です。

横浜港はハブポートとして発展することを

目指しており、従来は京浜工場地帯から工業

製品が集められて輸出されていましたが、現

在は全国から荷を集めています。近年は日本

製の部品を輸出し、海外で組み立てる流れが

多くなっています。また、現在、荷物の積み

替え(トランシップ)が韓国の釜山で多く行わ

れ、横浜港でのトランシップは減っています。

松本課長は、横浜港がハブポートとして発

展していくためには、港湾におけるメインの

人件費は下げられないため、トランシップの

速さを上げるというサービスで勝負していか

なければならないと述べました。そのために

は、荷をヤードにとどめる時間を出来るだけ

短くし、連続したバースを作り、オペレーショ

ンを簡単にすることが重要であり、ＭＣ－３、

ＭＣ－４を連続したバースとして整備するこ

とが必要だと述べました。

現在、北米航路は日本ではなく中国に寄港

しており、今後は近海航路が増えていくと予

想されます。ローカルな物流が多い所でトラ

ンシップを行うのが効率がよいので、横浜港

の立地を生かして、横浜港を大型船が寄港で

きる港として整備していくことの重要性を強

調しました。

（３）南本牧ふ頭の見学

現在建設中のＭＣ－３は、長さが400メー

トル、水深20メートルの岸壁として整備中で

す。新年度予算で計上されているＭＣ－４も

同様の岸壁の予定です。（写真２、３）

南本牧ふ頭では、同時に第５ブロックで処

分場整備事業が行われており、大型トラック

が行き来していました。（写真４）

すでに稼働しているＭＣ－１、ＭＣ－２に

は、コンテナ船が接岸し、ガントリークレー

ンでコンテナの積み下ろしが行われていまし

た。（写真５）

写真３ 南本牧ＭＣ－３(正面)

写真４ 第５ブロック

写真５ 南本牧ＭＣ－１(右手前)とＭＣ－２(左奥)写真２ 南本牧ＭＣ－３(正面)とＭＣ－４(右側)


